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一
問
一
答　

農
業
問
題
①

食
料
自
給
率
の
向
上
を

　

政
府
は
食
料
・
農
業
・
農
村
基
本
法
に
基

づ
く
次
期
「
基
本
計
画
」
を
検
討
し
て
い
ま
す
。

　

論
議
の
中
で
Ｊ
Ａ
全
中
の
中
家
徹
会
長
が

「
農
業
の
多
面
的
機
能
の
発
揮
と
い
う
項
目
を

入
れ
る
こ
と
が
必
要
、
食
料
安
全
保
障
の
確

立
、
中
小
・
家
族
経
営
と
い
っ
た
キ
ー
ワ
ー

ド
は
明
確
に
記
述
す
べ
き
」
と
述
べ
て
お
り
、

重
要
な
ご
指
摘
だ
と
共
感
し
ま
す
。

　

安
倍
政
権
は
２
０
１
５
年
に
閣
議
決
定
し

た
現
行
「
基
本
計
画
」
で
39
％
だ
っ
た
自
給

率

(

カ
ロ
リ
ー
ベ
ー
ス

)

を
45
％
に
引
き
上

げ
る
目
標
を
掲
げ
る
一
方
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
11
、
日
欧

Ｅ
Ｐ
Ａ
、
日
米
貿
易
協
定
と
空
前
の
輸
入
「
自

由
化
」
を
強
行
し
ま
し
た
。
農
業
に
打
撃
を

与
え
る
政
策
を
続
け
て
は
自
給
率
の
目
標
達

成
は
で
き
ま
せ
ん
。
ど
う
受
け
止
め
る
か
。

　

浜
田
知
事
は
自
給
率
低
下
の
現
状
に
つ
い

て
「
国
は
食
生
活
の
変
化
に
よ
り
自
給
率
の
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香
長
平
野
は
代
掻
き
が
行
わ
れ
、

田
植
え
の
シ
ー
ズ
ン
。
忙
し
い
さ
な

か
、
南
国
市
で
は
６
月
ま
で
に
国
営

基
盤
整
備
事
業
の
本
同
意
と
ア
ン

ケ
ー
ト
集
め
が
続
き
ま
す
。
担
当
役

員
の
皆
さ
ん
ご
苦
労
様
で
す
。

　

コ
メ
デ
ィ
ア
ン
の
志
村
け
ん
さ
ん

が
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
で
亡
く
な

り
ま
し
た
。
ご
冥
福
を
お
祈
り
し
ま

す
。
ド
リ
フ
タ
ー
ズ
の
「
カ
ト
ち
ゃ

ん
ケ
ン
ち
ゃ
ん
」
は
子
供
の
こ
ろ
大

人
気
。
そ
の
後
も
笑
い
と
元
気
を
も

ら
い
ま
し
た
。
高
知
県
は
新
型
コ
ロ

ナ
感
染
症
関
連
の
緊
急
対
策
と
し
て

約
40
億
円
の
予
算
を
組
み
ま
し
た
。

　

衆
議
院
比
例
四
国
ブ
ロ
ッ
ク
予
定
候
補
の

「
白
川
よ
う
こ
」
さ
ん(

元
香
川
県
議
４
期)

と
一
緒
に
３
月
27
日
、
後
免
中
町
電
停
前
で

政
策
を
訴
え
ま
し
た
。

　

四
国
か
ら
選
出
さ
れ
て
い
る
衆
議
院
議
員

は
17
人
全
員
が
男
性
で
す
。
女
性
活
躍
や

ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
が
求
め
ら
れ
て
お
り
、「
四

国
か
ら
女
性
国
会
議
員
を
」
の
期
待
が
広

が
っ
て
い
ま

す
。

（
選
挙
制
度
説

明
＝
衆
議
院
は

「
共

産

党
」
と

政
党
名
の
み
で

の
投
票
に
な
り

ま
す
。
）

２月定例会質問 =３月 10 日

高
い
コ
メ
の
消
費
が
減
少
す
る
半
面
、
自
給

率
が
低
い
畜
産
物
の
消
費
が
増
え
た
と
分
析

し
て
い
る
。
自
給
率
の
低
下
は
こ
う
し
た
要

因
に
加
え
、
外
食
産
業
を
中
心
と
す
る
安
価

な
食
材
を
求
め
る
ニ
ー
ズ
の
高
ま
り
、
他
産

業
同
様
の
担
い
手
縮
小
・
減
少
、
耕
地
面
積

の
減
少
に
よ
る
生
産
力
低
下
と
い
う
様
々
な

要
因
の
複
合
的
重
な
り
が
自
給
率
の
低
下
と

い
う
形
で
表
れ
て
い
る
と
考
え
る
」
と
述
べ

ま
し
た
。

　

ア
メ
リ
カ
に
追
随
し
、
大
企
業
の
利
益
ば

か
り
優
先
し
て
食
料
主
権
を
投
げ
捨
て
る
農

産
物
輸
入
「
自
由
化
」
を
す
す
め
て
き
た
こ

と
に
要
因
が
あ
り
ま
す
。
政
府
に
は
「
自
給

率
な
ど
意
味
が
な
い
。
産
業
と
し
て
の
農
業
、

稼
ぐ
力
こ
そ
目
標
と
す
べ
き
」
と
い
う
議
論

も
あ
り
ま
す
が
食
料
自
給
率
向
上
は
食
料
安

全
保
障
の
観
点
か
ら
も
、
地
域
社
会
や
文
化
、

環
境
保
全
か
ら
も
非
常
に
重
要
で
す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
が
猛
威
を
振
る

い
、
中
国
産
野
菜
の
輸
入
急
減
な
ど
影
響
は

食
品
分
野
に
も
及
ん
で
い
ま
す
。
世
界
で
は

気
候
変
動
に
よ
る
不
作
な
ど
食
料
確
保
の
不

安
要
因
が
増
し
て
お
り
、
少
な
く
て
も
国
民

の
過
半
数
の
食
を
ま
か
な
え
る
自
給
率
の
早

期
50
％
台
へ
の
回
復
を
目
指
す
べ
き
で
す
。

　

知
事
は
「
具
体
的
な
数
字
を
申
し
上
げ
る

こ
と
は
困
難
。
た
だ
自
給
率
を
回
復
さ
せ
る

こ
と
は
、
国
内
農
業
の
維
持
拡
大
に
つ
な
が

り
、
生
産
拡
大
、
消
費
拡
大
の
両
面
の
取
り

組
み
に
よ
り
、
食
料
自
給
率
を
１
％
で
も
引

き
上
げ
る
こ
と
が
大
切
」
と
答
え
ま
し
た
。

　


